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2 章）からなる序論、失語のある子どもの言語機能回復に関与する要因（第 3 章：第 1 研究）、復学に関
与する要因（第 4章：第 2研究）、仮名文字訓練方法（第 5章：第 3研究）、復学後の学校生活における課













 第 3 章（第 1 研究）では、失語のある子どもの言語機能回復について、著者の自験例の言語機能回復を
客観的な評価法を用いて分析し、回復に関与する要因が後方視的に検討された。対象は、発症から 1 年以
上経過を追跡できた発症時 18 歳未満の失語例 12 例であり、全症例に経時的に実施された標準失語症検

















第 5 章（第 3 研究）では、学校環境で必須となる仮名文字の訓練方法について、重度の失語に加えて
注意障害・脱抑制・運動障害を呈した著者の自験 1 例の 10 年にわたるリハビリテーション経過の事例研
究に基づいて検討された。症例は、受傷時 6 歳 7 カ月（小 1）の右利き男児で、外傷性脳損傷，びまん性
軸索損傷を被った。重度失語の状態から短文が綴れるまでに改善した要因として、改変したキーワード法















 第 7 章（第 4-2 研究）では、復学後の学校生活における心身の健康状態が、著者の自験例 4 例とその




第 8 章（第 5 研究）では、わが国の学校生活期の失語のある子どもの健康関連 QOL と学校生活におけ
る実態と課題を明らかにするために、第 1～第 4 研究の著者の自験例における検討結果をもとに、小学
校、中学校、高校という学校生活期の失語のある子どもの保護者を対象に全国調査が実施された。対象




































 平成 30 年 1 月 23 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士（リハビリテーション科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
